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　UDC信州の活動拠点は、長野市の善光寺の門前、中央通り沿いにある、およそ100年前に建てられた歴史ある古民家を、

当時の風情を活かしながら明るい空間にリノベ一ションした建物の2階です。室内には、まちづくりに関する書籍やまちづく

り団体の活動の資料などがあり、自由に閲覧することができます。

※スタッフ不在時は施錠されていますのでご注意ください。

拠点紹介

　長野県内の都市においても、人口減少に伴う都市のスポンジ化が進み都市機能の維持が困難になっていること、

「コンパクト＋ネットワーク（立地適正化計画）」、「ウォーカブルシティ」、「スマートシティ」等の概念が掲げられる

中、社会情勢の変化や価値観の多様化等により、まちづくりの専門化、高度化、多様化が進む一方で、職員数や予算

的な限界がある市町村単独では対応が困難であり、長野県のサポートに期待が寄せられていました。

　このため、長野県が主体となって公・民・学が連携し市町村のまちづくりをサポートする広域型のまちづくり支援

組織として、令和元(2019)年8月に信州地域デザインセンター（UDC信州）は設立されました。

　UDC信州は、市町村が進めるまちづくりを支援する【支える】のほか、行政職員等を対象としたまちづくり人材の

育成【育む】、県内外の情報を共有するための情報収集・情報発信【発信する】を行い、これらの活動を通じてまち

づくりの「場」を生み出し、令和５(2023)年度から始まる長野県の新総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン３.０」

にもとづく「住む人も訪れる人も快適な空間づくり」の実現に向けた取組みを進めていきます。

信州地 域デザインセンターとは？

設
立
の
目
的

理
念
と
活
動

構
成
団
体

公

連携により
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空間の質を向上する

未来を志向する

3つの理念 3つの活動

支える
まちづくり支援

育む
セミナー等開催

発信する
情報発信
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　令和４年度は、コロナ禍から徐々に再開してきた社会

経済活動の動きとともに、現場でのやりとりによるUDC

信州の活動も進み、ここに報告書としてまとめることが

できましたこと、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　令和４年度の活動実績として、３つの活動方針のうち、

「支える」では、回遊性向上、中心市街地再生、公共施設・

公有地活用、ビジョン作成など、県内17市町の20案件の

取組みについて支援してまいりました。

　活動方針２つめの「育む」では、「まちづくりセミナー」

を２回開催し、官民連携して取組まれた事業のお話しや

先進地視察を行いました。また、UDC信州シンポジウム

2022では、「まちづくりをどう進めていけばよいのか」と

いう市町村の共通の悩みに対し、そのプロセスと、取組

みのタイミングや内容、組成方法などの仕組みについて、

事例を交えながら議論いたしました。

　活動方針３つめの「発信する」では、ホームページやＳ

ＮＳを用いて、県内外のまちづくりの動きとUDC信州の

活動などを発信してまいりました。

　開設から４年目に入り、支援の内容も、まちづくりの

初期相談対応の段階から、具体のプロジェクトとそれを

担う体制づくり、必要な空間整備など、まちづくりのビ

ジョンの具現化に向けた次のステージに移りつつあり

ます。

　UDC信州は、長野県内に住む人も訪れる人にとっても

快適な空間が広がることを目指して、これからも俯瞰的、

広域的、そしてネットワークの視点を持ちながら、様々な

方 と々連携してまちづくり支援に取組んでまいります。

　多くの関係者の方々に改めて感謝申し上げますととも

に、今後とも引き続きのご協力、ご支援をお願い申し上

げます。

信州地域デザインセンター
センター長
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支える
SUPPORT

【令和４（2022）年度 総括】
　ここでは、UDC信州の活動方針のひとつ「支える」について、令和４(2022)年度に行った主な
支援の取組みを紹介します。
　UDC信州ではこれまでに、長野県総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン２. ０」に掲げら
れた「未来に続く魅力あるまちづくり」の実現に向け、県内各地でまちづくり支援に取り組んで
まいりました。
　回遊性向上、中心市街地再生、公共施設・公有地活用、観光地再生、ビジョン作成等、市町村
から寄せられた様々なテーマのご相談に対し、目的、スケジュール、進め方を共有する中で、俯
瞰的・広域的視点を持って企画提案、助言を行いながら、持続可能で居心地の良い空間づくり
のサポートを進めてきました。
　その結果、社会実験を通じた場の創設やビジョン策定など一定の成果を出すことができ、具
体のプロジェクト推進や体制構築など、支援内容は、まちづくりの初期相談対応から次のス
テージに向けた動きへと移りつつあります。

=  広域支援エリア

し
な の 鉄 道

=  令和４（2022）年度の
　 支援エリア

=  これまでの
　支援エリア

これまでの支 援 実 績 （ 上 記 含 む）

56案件 （3 3市町 村）
【これまでの支援エリア】

佐久市4件／佐久穂町／軽井沢町2件／御代田町／上田市3件／
東御市2件／小諸市・上田市・東御市／岡谷市2件／諏訪市／
茅野市／下諏訪町／富士見町／
伊那市２件／駒ケ根市／箕輪町／飯田市／阿南町／
松本市／塩尻市／松川村／白馬村／
須坂市／千曲市／坂城町／小布施町／信濃町／中野市

これまでの支 援内容
鉄道沿線の回遊性向上／スマートシティの検討／移住促進・土地活用／駅前広場の整備／
駅前広場の利活用／観光拠点の整備／観光地再生／空き地・空き家活用／景観計画の作成／
公園の利活用／公共施設・公有地活用／住民主体のまちづくり／
自転車活用・推進計画の実現／地域公共交通の検討／地方創生計画／
中心市街地再生（ビジョン・駅前・商店街）／まちなかの回遊性向上／
都市マス・立地適正化計画／都市計画道路の整備／道の駅整備

令 和４（202 2）年度 支 援 実 績

20案件 （17 市町）

【令和４（2022）年度 支援エリア】
小諸市／東御市／上田市・千曲市／
諏訪市2件／茅野市2件／下諏訪町／
岡谷市・諏訪市・下諏訪町／
伊那市／高森町／上松町／松本市／安曇野市／
大町市／長野市／須坂市／千曲市2件／飯山市
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| しなの鉄道線沿線地域の回遊性向上プロジェクト
　上田市・千曲市  ……………………………    5

| 諏訪湖周自転車活用まちづくりプロジェクト
　長野県・諏訪市・岡谷市・下諏訪町   ……    7

| 下諏訪グランドデザインプロジェクト
　下諏訪町 ……………………………………    8

| 諏訪市未来プロジェクト
　諏訪市   ………………………………………    9

| 諏訪湖イベントひろば利活用検討プロジェクト
　諏訪市  ………………………………………  10

| レイクリゾート創造プロジェクト
　茅野市  ………………………………………  11

| 小諸駅周辺魅力向上プロジェクト
　小諸市  ………………………………………  12

| 千曲市総合運動公園基本構想プロジェクト 
　千曲市  ………………………………………  13

|戸倉上山田温泉街活性化プロジェクト
　千曲市  ………………………………………  14

|空き地・空き家の利活用プロジェクト 
　安曇野市  ……………………………………  15

|信濃大町100人衆プロジェクト 
　大町市 ………………………………………  16

|東御中央公園利活用プロジェクト  
　東御市 ………………………………………  17

|長野市中心市街地まちなか再生プロジェクト
　長野市 ………………………………………  18
|茅野駅西口再整備プロジェクト
　茅野市  ………………………………………  18

|まちの元気創出プロジェクト
　須坂市 ………………………………………  19
|旧城南中学校利活用プロジェクト  
　飯山市  ………………………………………  19

|寝覚の床観光拠点周辺再生プロジェクト 
　上松町  ………………………………………  20
|波田駅周辺整備プロジェクト 
　松本市  ………………………………………  20

|伊那市まちづくり推進事業（仮称）
　伊那市 ………………………………………  21
|高森町山吹下河原地区  
　高森町 ………………………………………  21

広域プロジェクトの説明
　広域プロジェクトとは、複数市町村が参画して進めているプロ
ジェクトです。
　UDC信州が主体的に取組んでいる「しなの鉄道線沿線地域の回
遊性向上プロジェクト」と、複数自治体の取組みを総合的に支援し
ている「諏訪湖周自転車活用まちづくりプロジェクト」の２案件があ
ります。
　

個別プロジェクトの説明
　個別プロジェクトとは、単独の市町村において進めているプロ
ジェクトで、市町村の取組みをUDC信州が支援している案件です。
　現在、「下諏訪グランドデザインプロジェクト」、「諏訪市未来プ
ロジェクト」など18案件のプロジェクトがあります。

※うち２案件（伊那市、高森町）については、UDC信州の関わり方について検討中
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複数市町村の連携による

広域プロジェクト
支 援 実績

２案件 （5市町）

個別市町村による

個別プロジェクト
支 援 実績

18案件 （1 5市町）



UDC信州の役割（全体）
　UDC信州の役割は広域エリアでの
全体企画や調整です。関係主体のハ
ブとなり自治体および民間連携を推
進、具体的には勉強会などの設置や
運営、情報整理、情報共有などを実施
しています。また、各プロジェクトにお
いて、関係する分野が多岐に渡る場
合は庁内関係課間のハブとなり、各
種調整などを行ったり、社会実験の
企画・運営のサポートも行っています。
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プロジェクト説明
　しなの鉄道線沿線地域には、ワイ
ナリーや温泉、棚田など、魅力的な資
源が多数存在しています。表１のとお
り、年間 約2,800万人の観 光客が 訪
れており、長野県を代表する観光エ
リアであることが分かります。一方で、
観光客の多くは新幹線駅に集中して
おり、そのポテンシャルを十分に発揮
できているとは言えない状況です。
　UDC信州発足以降、沿線の各自治
体からまちづくりに関する相談を受
けていますが、「地域交通」がいくつ
かの自治体で共通する課題になって
いました。そこで、共通の課題を持つ
沿線自治体、しなの鉄道、UDC信州で

「しなの鉄道線沿線まちづくり勉強
会」を設置し、観光分野で抱える課題
とまちづくり分野で抱える課題を総
合的に考えていくことにしました。そ
して、令和２年度に３回実施した勉強
会や現地視察などを経て「各自治体
で抱えている課題を解決するために、
新幹線駅に偏っている観光客をしな
の鉄道線沿線地域に誘客する」とい
う共通の目標をつくることができまし
た。各自治体、各担当者が何となく考
えていたことを大きなビジョンとして
共有できたことが、この勉強会の最
大の成果だと感じています。
　ビジョンが共有されたことから、現

状とのギャップを埋めるプロジェクト
の組成作業に入りました。各自治体
の現状（既存の施策やツール）やター
ゲット（どんな観光客にどんな方法
で来ていただきたいか）によって様々
ですが、駅から各資源までの移動を
どう快適かつ楽しくできるかを考え
た結果、体制図に示すとおり、いくつ
かの関連プロジェクトが組成されま
した。
　UDC信 州 は 各プ ロジェクトの サ
ポートを行っています。ここでは、その
中の「上田市・千曲市広域シェアサ
イクル社会実験」について説明します。

（右ページ参照）

プラチナ大賞　優秀賞受賞！プラチナ大賞　優秀賞受賞！

▲表１　沿線自治体の人口および観光客数 ▲写真１　勉強会の様子 ▲写真２　現場視察の様子

▲体制図（広域プロジェクト全体）

沿線に点在する地域資源をつなげる広域回遊を実現！

しなの鉄道線沿線地域の回遊性向上プロジェクト

基本情報 ※2022年度の活動エリアは２市ですが、参考に沿線全体の基本情報を載せています。

■市町村名／  軽井沢町、御代田町、佐久市、小諸市、東御市、上田市、坂城町、
千曲市、長野市

■人口（2023/3/1現在） ／ 約702,000人（駅のある８市町合計）
■面積／ 約1,986㎢（駅のある８市町合計）
■主な観光地／  軽井沢高原、浅間高原、懐古園、湯の丸高原、上田城、さかき

千曲川バラ公園、戸倉上山田温泉、善光寺

プロジェクト概要
　多くの観光客が訪れるしなの鉄道線沿線地域において、「各地域に
点在する魅力的な資源を多くの方に知ってもらうこと」「交通手段の選
択肢を増やし、回遊性を向上させること」を目的に、沿線自治体としな
の鉄道、UDC信州で勉強会を設置し、各種検討・実験を行っています。

しなの鉄道線沿線地域

支
え
る

広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



千曲市
　観光課　
飯島 千明さん

上田市
　都市計画課　
東城 雄飛さん

　UDC信州や千曲市の皆様にご協力をいただき、前年
度を大きく上回る実績を残すことができました。また、
プラチナ大賞で優秀賞も受賞することができ、シェア
サイクル事業全体が大きく前進したと思います。
　令和５年度は最終年度の社会実験となりますが、ま
ちの活性化のため、さらに前進できるよう取り組んで
いきます。

KEY PERSON's VOICE

　しなの鉄道各駅からの交通手段の確保と、広
域・市内の地域資源との回遊性向上のため、
UDC信州や上田市、関係者の皆さまのサポート
をいただきながら、シェアサイクル社会実験に
携わらせていただきました。
　今後も、更に本事業の取組を検討していきた
いと考えています。

KEY PERSON's VOICE

今後の展開
　令和５年度はシェアサイクル社
会実 験の継 続実 施に加え、「第
二期」沿線勉強会を開催予定で
す。勉強会を通じて沿線地域全体
での連携を進め、信州の豊かなま
ちづくりに繋げていきます。

▲スケジュール

広域シェアサイクル社会実験
　勉強会での議論を受け、鉄道やバ
スと組み合わせて広域を移動する

「広域型のシェアサイクル」を令和３
年度より導入しています。有人で実施
していたレンタル事業の無人化を検
討していた上田市、自転車を活かした
まちづくりを進めたいと検討していた
千曲市と検討を進める中で、２市で
共通して使える広域シェアサイクルの
アイデアが生まれました。　　

　実施にあたっては、各市の関係部
局、観光協会などが集まる定例会を
毎月実施し、情報を共有したり、各種
データからサイクルポートの追加や
変更などを検討したりしています。導
入から２年目となる令和４年度は、利
用者が令和３年度の２倍以上に増え
るなど、徐々に地域交通のひとつとし
て定着しつつあります。また、県の環
境部とも連携し、太陽光パネル＋蓄

電池を利用した環境配慮型のサイク
ルポートも導入し、長野県が推進す
るゼロカーボン戦略にも寄与する活
動としても行っています。なお、この社
会実験を含む沿線全体の取組みが
評価され、一般社団法人プラチナ構
想ネットワークが主催する第10回プ
ラチナ大賞において、優秀賞（広域資
源活用賞）を受賞いたしました。
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UDC信州の役割（社会実験）
　UDC信州の役割は、社会実験全体
の管理と調整、効果検証になります。
体制図のとおり、運営体制は各市そ
れぞれですが、共通する部分をUDC
信州が担うことで２市で共有して利
用できる仕組みを構築しました。今後
は、別の沿線自治体でもシェアサイク
ルの導入が始まっているので、どう連
携し、より使いやすくするかなどにつ
いて検討していく予定です。

▲体制図（広域シェアサイクル社会実験）

上田市・千曲市広域シェアサイクル社会実験 上田市、千曲市
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　諏訪湖サイクリングロードは、「諏訪に住み、働き、集う全ての人々が、多様な目的に身近
な交通手段として、自転車を安全で快適に利用できる諏訪湖まちづくりを目指す」という考
えのもと整備を進めています。通勤・通学などの身近な交通手段だけでなく、健康・スポー
ツ、観光等、利用する全ての人がサイクリングを楽しめる環境づくりを目指していきます。

KEY PERSON's VOICE

▲スケジュール

今後の展開
　令和４年度に協議会で検討
した整備ガイドラインに基づき、
各自治体でハード整備を進めて
います。今後、 サイクリングロー
ドの利用促進及びその周辺の
地域活性化を目指していきます。

諏訪建設事務所
　所長
胡桃 敏成さん

▲体制図

UDC信州の役割
　整備ルール・マナーなどの統一と
いった課題に対し、地域振興局などへ
協議会設立を提案してその事務局支
援を行いました。令和４年度は民間事
業者や自治体間調整、「つくば霞ヶ浦
りんりんロード」現地視察、今後の取
組み方針を提案しています。また、各
市町のビジョン策定などにも関わっ
ているため、そうした各プロジェクト
との連携が図れるよう検討しています。

▲体制図
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プロジェクト説明
　３つの自治体をまたぐ１周約16km
の諏訪湖サイクリングロードは、令和
５年度末までに全区間完成する予定
となっています。その周辺には温泉や
美術館、諏訪大社など様々な地域資
源が点在しており、完成すれば、そう
したまちの地域資源にもアクセスし
やすくなるサイクリングロードとなり
ます。

　諏訪湖サイクリングロードについ
ては、県及び諏訪湖周辺の２市１町に
より整備が進められていましたが、各
自治体の統一した整備ルールが整っ
ておらず完成後の利用者の安全性が
危惧されていました。そのため、誰で
も安全で楽しめるサイクリングロード
を目指し、整備ルール・マナーなどの
統一を図ったり、今後の利活用も検

討したりするため、令和３年度に「諏
訪湖周自転車活用推進協議会」（以下、
協議会）を設立しました。その協議会
では、令和４年度には整備ガイドラ
インの検討を進め、整備ルールの統
一を図ってきました。今後はマナー啓
発の方法の検討も行い、サイクリング
ロードを活用した地域の魅力向上を
目指していきます。

プロジェクト概要
　令和３年度、諏訪湖サイクリングロードの整備が進む中、利用ルールの
統一が図られておらず安全性への懸案があったため、UDC信州が主導し
諏訪湖周自転車活用推進協議会を設立。現状の利用状況を把握するた
めの基礎調査を実施し、整備ルール・マナーなどの統一を図るためのガ
イドラインの検討を進め、諏訪湖創生ビジョンの実現を目指しています。

基本情報
　■市町村名／ 諏訪市、岡谷市、下諏訪町 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約113,000人（2市1町合計）
　■面積／ 約262㎢（2市1町合計）
　■主な観光地／ 諏訪湖、上諏訪温泉、岡谷蚕糸博物館、諏訪大社下社秋宮・春宮

諏訪湖を廻るサイクリングロード　誰もが楽しみ憩える空間づくり

諏訪湖周自転車活用まちづくりプロジェクト 長野県、諏訪市、岡谷市、下諏訪町

諏訪湖周自転車活用推進協議会で実施した試走会諏訪湖周自転車活用推進協議会で実施した試走会
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▲スケジュール

今後の展開
　令和５年度は下ノ諏訪宿地区
が完了し、３地区目が基本理念
および基本構想の策定に向け
てスタートします。引続きワーキ
ンググループや委員会、実証実
験に向けた支援をしていきます。

　令和４年度は下ノ諏訪宿地区と諏訪湖畔地区のグランドデザインの策定を進めてきま
した。私にとってまちづくりは初めて触れる分野で、1からのスタートで大変でしたが、
UDC信州の皆さまには手厚くサポートしていただき、まちづくりを進めてくることがで
きました。令和５年度は参加者がやりがいを持てるよう心がけていきます。

KEY PERSON's VOICE

下諏訪町
　建設水道課
嶋田 克哉さん

▲体制図

UDC信州の役割
　グランドデザイン全体の進め方へ
のアドバイス、各地区の委員会やワー
キンググループの運営支援、学識経験
者の派遣、SNSによる情報発信など
を行ってきました。また諏訪湖畔地区
では、関連する諏訪湖周自転車活用
推進協議会で実施した諏訪湖サイク
リングロード基礎調査も情報共有し、
広域的なまちづくりを推進しています。

▲体制図

08

プロジェクト説明
　下諏訪町はコンパクトなまちであり
ながら、歴史ある諏訪大社下社周辺、
様々なアクティビティが見られる諏訪
湖畔周辺など、魅力的なエリアがある
一方で、様々な課題もあります。
　そうした中で本プロジェクトは、町
が選定した特色や課題のある５地区
において、地区毎にありたい姿を事業
者や地域住民と一緒に議論しながら、

主に１年目に基本理念および基本構
想を策定、２年目に要所選定と俯瞰図
策定、３年目に要所図策定をする３年
計画のスケジュールを１年おきに実施
していきます。
　令和４年度は下ノ諏訪宿地区、諏訪
湖畔地区の２地区の基礎情報の把握
のため、長野大学と連携した観光客へ
のアンケート調査や地区内の通行量

調査を行いました。下ノ諏訪宿地区は、
令和３年度に策定した俯瞰図をもと
に実証実験の実施と、要所の選定をし
ました。諏訪湖畔地区は、委員会及び
ワーキンググループを立上げ、基本理
念および基本構想の策定を行いまし
た。今後もグランドデザイン実現に向
けた実証実験や俯瞰図の策定、要所
の選定などを実施していく予定です。

プロジェクト概要
　令和２年度に、下諏訪町内の特色ある各地区でグランドデザインを
策定したいという相談があり、町と進め方について議論しました。令和
３年度から、町内の５地区において順次ワーキンググループ・委員会を
立上げ、基本理念および基本構想、俯瞰図、要所図を含めたグランドデ
ザインの策定を行なっています。

基本情報
　■市町村名／ 下諏訪町 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約19,000人
　■面積／ 約67㎢
　■主な観光地／ 諏訪大社下社秋宮・春宮、諏訪湖、八島湿原

特色ある５つの地区のありたい姿の実現に向けて！

下諏訪グランドデザインプロジェクト（下諏訪町グランドデザイン策定事業 ） 下諏訪町

まち歩きイベント「三角八丁」にあわせた実証実験まち歩きイベント「三角八丁」にあわせた実証実験
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▲アクションエリア（上諏訪駅周辺まちなか未来ビジョンより）

▲体制図

UDC信州の役割
　令和２年度から上諏訪駅周辺のま
ちづくりの相談を受け、職員勉強会や
ヒアリングなどを実施してきました。
　令和３年度からは、エキまちカイギ
や未来ビジョン策定会議の運営支援、
地元中高校生とのワークショップの
サポート、SNSやシンポジウムで情報
発信などを行い、令和４年度に諏訪
市が未来ビジョンを策定しました。

▲体制図
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プロジェクト説明
　上諏訪駅周辺は、諏訪湖や上諏訪
温泉という観光資源、郊外にも精密
機械産業がありながら、既存ストック
の活用、回遊しやすい歩行環境づく
り、既存資源を生かした産業育成な
ど、様々な課題が存在しています。
　これらの課題解決に向け、本プロ
ジェクトは令和２年度から庁内の気
運醸成を目的とした職員向けの勉強

会やヒアリングを実施し、令和３年度
からは地域で活動するまちづくりの
担い手を発掘、育成する場となる「上
諏訪駅周辺の未来のまちづくりを楽
しむ会議」（以下、エキまちカイギ）を
創設し、公民連携でのまちづくりの基
礎を作ってきました。
　令和４年度は、エキまちカイギなど
のまちづくり活動をさらに推進して、

まちの方向性を定める「官民連携上
諏訪駅周辺未来ビジョン策定会議」

（以下、未来ビジョン策定会議）を開
催、運営し、未来ビジョンを策定しま
した。この未来ビジョン策定会議で、
地域の課題の明確化、今後の取組み
とプロジェクト検討、推進体制を議論
し共有を図ってきています。

自分たちが欲しい上諏訪駅周辺の未来を自ら考え、自ら実現していく！

諏訪市未来プロジェクト 諏訪市

プロジェクト概要
　令和２年度に上諏訪駅周辺のまちづくりに関する相談があり、令和３
年度から将来の担い手を発掘、育成する場でもある「エキまちカイギ」を
開催し、複数のプロジェクトが民間主導で実現しました。令和４年度は
まちの将来の方向性を議論する「未来ビジョン策定会議」を設立して未
来ビジョンを策定し、そのビジョンの実現に向けて動き出しています。

基本情報
　■市町村名／ 諏訪市
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約48,000人
　■面積／ 約110㎢
　■主な観光地／ 諏訪湖、上諏訪温泉、諏訪大社上社本宮、霧ケ峰高原 未 来ビジョンに 描 かれ た 鳥 瞰 図未 来ビジョンに 描 かれ た 鳥 瞰 図

上諏訪駅周辺まちなか未来ビジョン
　この未来ビジョンは、公民がともに
まちづくりを進めるための道しるべと
して、10年後の将来イメージを共有し、
アクションエリア、役割分担や連携体
制などを示すものとして策定しました。
　策定に当たっては、まちを代表する
民間の方 と々学識経験者、市政策アド
バイザー、市により構成された未来ビ
ジョン策定会議にて議論を進めてき
ました。この会議ではオブザーバーと
して、庁内の関係課長も参加し、庁内
連携を策定前から進めるとともに、第
５回、６回には市長も会議に参加する
などして、公民で連携を図る仕組みづ
くりを構築してきました。
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今後の展開　
　諏訪市は策定した未来ビジョ
ン に 基 づき、今 後 は エリア プ
ラットフォームの構 築、各プロ
ジェクトの公民連携体制での実
施を予定しており、UDC信州も
引き続きサポートしていきます。

今後の展開
　来年度以降は公募に向けた
方法や条件整理を継続して検
討し、進め方を決めていく段
階となります。UDC信州も諏
訪湖周のまちづくりの状況を
見ながら継続してサポートし
ていきます。

▲上：「エキまちカイギ」　下：「まち歩き部」 ▲「かみすわ一箱古本市」

　諏訪市は令和４年度、未来プロジェクトに全力で関わってきました。“まちづくりの主役
は民間・行政の両者”というマインドを醸成することの大切さをUDC信州の皆さんや事務
局メンバーで頻繁に話し合い、また多くの関係者と対話を重ねて、理解してきました。まち
づくりには根気よさ、持続可能な進め方、そして当事者全員が「楽しい！」と感じ携わって
いることが大切だと思います。多くのご縁に感謝し、令和５年度へ繋げていきます。

KEY PERSON's VOICE諏訪市
　都市計画課
堀川 さおりさん
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長年の課題だった遊休地を開かれたひろば空間へ

諏訪湖イベントひろば利活用検討プロジェクト 諏訪市

諏訪湖イベントひろば諏訪湖イベントひろば

エキまちカイギ
　未来ビジョン策定会議に先立ち、自
らの欲しい未来を地域の人々の力で創
りだす場として始まりました。令和４年
度は民間のまち歩き部の発足、リノベー
ション会社の設立、古本市のイベント
開催などが実現しました。今後もエキ
まちカイギを継続し、プロジェクトを醸
成するための下支え、仕組みづくりを
図っていきます。

プロジェクト概要
　平成30年度に市が「旧東洋バルヴ諏訪工
場跡地活用基本構想」を策定しました。その
後、UDC信州に基本計画策定に向けた専門
委員会の事務局支援の相談がありました。
　令和3年度には「諏訪湖イベントひろば基
本計画」を策定し、現在、民間事業者の公募方
法などを検討中です。
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プロジェクト説明
　約７haの公共用地である諏訪湖イ
ベントひろばは、元東洋バルヴ工場
の跡地であり、平成18年に土地開発
公社が土地を取得しました。諏訪圏
工業メッセの会場となるなど、上諏訪
駅周辺では唯一の広大な土地を活か
したイベントでの暫定的活用があっ
たものの、長期的な利活用が課題と
なっています。
　そのため、諏訪市は平成30年度に
は「旧東洋バルヴ諏訪工場跡地活用
基本構想」、令和3年度には「諏訪湖

イベントひろば基本計画」を策定し、
今後の活用方策や民間事業者の公募
方法などを検討しています。

UDC信州の役割
　UDC信州はUR都市機構と連携し、
地域の状況を把握しながら基本計画
策定に向けた支援、公募方法及び条
件整理などの支援を行っています。



▲スケジュール

今後の展開
　UDC信州は、 今後設置予定
である検討組織の運営支援や、
地元民間事業者や立科町との
調整など、レイクリゾート構想
の実現に向けた支援を行って
いきます。

▲体制図

UDC信州の役割
　UDC信州は、専門家を招いた白樺
湖周辺地域の現地視察を行い、今後
の進め方などについて茅野市へ提案
したり、地元の民間事業者との意見
交換などを行ってきました。
　令和５年度には白樺湖観光セン
ター周辺の再生に向けた検討組織の
設置を予定しており、現在はその体制
づくりや関係者への説明を茅野市と
ともに進めています。

　穏やかさと寛容さを併せ持つ「湖」と、思い思いの時間を過ごすことができる「リ
ゾート」の両方の価値を実感できる「レイクリゾート」。まずは、白樺湖観光センター周
辺の再生について地元の方々と検討を始めます。UDC信州の皆様のご支援・助言をい
ただきながら、多くの方々の共感が得られる “レイクリゾート白樺湖”を目指します。

KEY PERSON's VOICE
茅野市
　観光課
渡辺 雄一さん

▲体制図
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プロジェクト説明
　茅野市の蓼科湖、立科町の女神湖、
両市町にまたがる白樺湖の３つの湖は、
農業用に作られた人工ため池ですが、
各エリアの重要な観光資源としても親
しまれてきました。しかし、時代の変化
とともに、観光客数の減少、老朽化し
たホテルによる景観面での悪影響など、
様々な問題が発生してきています。
　近年は焚火やサウナといったアウト

ドアイベントの開催、民間の新規事業
者の出店など、民間を中心に新たな動
きが出てきていますが、未だ残存する
老朽化施設や交通面などの問題解決
のため、行政との連携が求められてい
るところです。
　令和４年度には、茅野市、立科町、各
市町の観光協会などの関係者が合同
で記者会見を開き、蓼科湖、女神湖、白

樺湖の３湖をつなげ、日本のレイクリ
ゾートの象徴的なエリアとなることを
目指す「レイクリゾート構想」が発表さ
れました。この構想の実現に向け、ま
ずは特に課題が多い白樺湖観光セン
ター周辺の再生について具体的に検討
を進めています。白樺湖の再生から取
組みを広げ、周辺湖を含めたエリア全
体の再生を進めていきます。

日本のレイクリゾートの象徴となるエリアを目指す

レイクリゾート創造プロジェクト 茅野市

白樺湖白樺湖

プロジェクト概要
　令和３年度に、白樺湖観光センター周辺の再整備について茅野市か
ら相談がありました。本プロジェクトでは、センター周辺の整備方針策
定と並行して、白樺湖を含む周辺地域全体での交通ネットワークやエリ
アブランディングなどについても、民間事業者と連携しなから進めてい
ます。

基本情報
　■市町村名／ 茅野市
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約56,000人
　■面積／ 約267㎢
　■主な観光地／ 八ヶ岳、蓼科、白樺湖、諏訪大社上社前宮、尖石遺跡
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▲スケジュール

今後の展開
　令和5年度は社会実験の結
果などを踏まえ、小諸駅周辺の
滞留空間の創出及び回遊性向
上に向けた取組みの検討と、小
諸駅周辺の地域未来ビジョン
の検討を支援していく予定です。

MaaS社会実験「縁JOY ！小諸」では、EVカート・EVバスによる端末交通と情報提供を組合
せた新しいまち巡りを提供し、UDC信州さんのサポートにより、しなの鉄道電子乗車券の
発券を行ったほか、社会実験報告会のコーディネートも支援いただきました。しなの鉄道沿
線での広域的なまちづくりが重要となるため、今後のサポートにますます期待しています。

KEY PERSON's VOICE

小諸市
　都市計画課
清水 勇哉さん

UDC信州の役割
　UDC信州は、小諸駅周辺の子育て
や健康づくりなど社会全体に良い影
響を与えるソーシャルグッド活動を推
進するために立上げた、官民連携エリ
アプラットフォームである「まちたね
プロジェクト」の連絡会議の構成員と
して、小諸市やUR都市機構とともに、
社会実験などの各種プロジェクトの
企画、全体調整を行っています。

▲体制図
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プロジェクト説明
　小諸市には県内有数の観光地で
ある懐古園が駅の西側にありますが、
駅の東側にある中心市 街地の魅力
向上に課題を抱えていました。そこで、
平成29年度に小諸市、URグループで
協定を締結し、UDC信州も３者協定
を契機に小諸市が掲げている「利便
性が高く、居心地がよい、ひらかれた
都市づくり」の実現に向けて支援を

行ってきました。
 　近年は、新規出店の増加により魅
力が高まりつつあるまちなかの情報
発信と、懐古園などを訪れる観光客
にまちなかまで足を延ばしてもらうた
めの取組みを支援しています。
　 令和４年度は、デジタルサイネージ、
ポータルサイト、MaaSアプリ、EVバス、
グリーンスローモビリティを連動させ

たDX社会実験により、情報通信技術
と交通を繋げることで小諸市内の回
遊性の向上を図るとともに、駅周辺の
公共空間に休憩スペースやキッズス
ペースなどを仮設した社会実験を実
施し、観光客や住民のニーズを把握
することで、居心地がよい空間づくり
について検証をしました。

魅力高まるまちなかへ足を延ばそう！

小諸駅周辺魅力向上プロジェクト 小諸市

基本情報
　■市町村名／ 小諸市
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約42,000人
　■面積／ 約99㎢
　■主な観光地／ 浅間山、懐古園、高峰高原、布引観音、北国街道・小諸宿 D X 社 会 実 験D X 社 会 実 験

プロジェクト概要
　平成29年度に小諸市、UR都市機構、URリンケージで「多極ネットワ
ーク型コンパクトシティによる都市再生に関する基本協定書」を締結し
ました。令和元年度にUDC信州設立以降、URグループと連携して小諸
駅周辺のまちづくり支援を実施しています。
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▲スケジュール

今後の展開
　令和4年度に基本構想が策
定されたことから、今後は各
エリアの基本計画策定や具体
プロジェクト（官民連携事業）
の組成などについてサポート
を行っていきます。

▲体制図

UDC信州の役割
　UDC信州は、協 議 会の幹 事とし
て、会の運営に関わりつつ、各部会で
は議論の方向性や進め方などへのア
ドバイス、先進地視察の視察先検討、
ワークショップ時のファシリテーター
などを行っています。また、基本構想
策定と並行して、次のステップ（基本
計画策定）に向けた準備についても、
担当課と検討を始めています。

千曲市
　都市計画課
山本 幸男さん

　千曲市誕生から約20年、合併後の新市建設計画で描いた総合運動公園の整備に向けた
第一歩を踏み出しました。運動施設だけではなく、温泉施設や河川敷まで含めた地域一体
型の施設整備となるように基本構想に沿った整備を進めていきます。庁内の関係部署と
の連携が大変ですが、新たな千曲市のランドマークとなるよう進めていきます！

KEY PERSON's VOICE
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プロジェクト説明
　総合運動公園の整 備については、
平成15年度の合併時に策定した「新
市建設計画」にも記載をしていました
が、新庁舎の設立や令和元年東日本
台風の復旧などにより約20年間、着
手ができていませんでした。
　しかし、市民の健康増進や交流人
口の増加を図るため、令和３年度より、
戸倉上山田エリアにて総合運動公園

の整備検討を開始しました。現在は、
基本構想の策定段階を迎えています。
　このエリアには白鳥園（温泉施設）
や戸倉体育館、千曲川河川敷などの
豊かな地域資源が存在しており、こ
れら３つのエリアを検討対象に、有識
者や関係団体、地域代表などからな
る協議会を設立しました。協議会に
は、幹事会のほか、「スポーツ施設部

会」「公園づくり部会」「まちづくり
部会」の３つの部会が設置されまし
た。全体の取りまとめや市民アンケー
トなどは幹事会、関係団体へのアン
ケートやワークショップ、民間企業へ
のサウンディングなどは各部会が実
施しています。これらの活動を通じて
基本構想が、令和５年３月に策定さ
れました。

地域資源を活かした魅力的な公園づくり

千曲市総合運動公園基本構想プロジェクト 千曲市

基本情報
　■市町村名／ 千曲市
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約58,000人
　■面積／ 約119㎢
　■主な観光地／ 戸倉上山田温泉、あんずの里、姥捨の棚田、埴科古墳群

プロジェクト概要
　令和３年度に総合運動公園基本構想策定に関わるサポートの依頼
を受け、令和３年度に設置された協議会に参画しつつ、構想策定を進め
ています。本地域には、運動公園、戸倉上山田温泉、千曲川が隣接してい
ることから、単なるスポーツエリアではなく、健康や観光の拠点にもな
るようなエリアを目指しています。

千曲市総合運動公園対象エリア全景千曲市総合運動公園対象エリア全景
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▲スケジュール

今後の展開
　今後は、検討体制を整える
とともに、エリア内で実施され
ている活動やイベントの連携
などを図りながら、徐々に将
来の姿を共有していけるよう
にサポートしていきます。

UDC信州の役割
　UDC信州は、様々な関係者のハブ
となり、多様な視点で温泉街の将来
を考えていくための体制づくりを進
めています。また、千曲市役所と共催
で、まちづくりの機運を高めるための
講演会を開催したり、 他県の温泉街
再生を果たした専門家を招聘し、市
役所職員と意見交換を行うなどのサ
ポートも行っています。

▲体制図

千曲市
　都市計画課
池田 一貴さん

　今年で開湯130年を迎える戸倉温泉と開湯120年を迎える上山田温泉を合わせて、戸倉上
山田温泉と呼んでいます。温泉街の中心を通過交通が多く通過しているのが課題です。そん
な温泉街を観光客が安心して歩けるまちにできるよう、地域のみなさんと協力して進めて
いきます。UDC信州の支援を受けながら、住民と一体になって新たな温泉街を目指します！

KEY PERSON's VOICE
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プロジェクト説明
　開湯120年を超える戸倉上山田温
泉では、安心して街歩きが楽しめる

「歩行者優先のまちづくり」を目指し、
行政、観光事業者、地域住民と一緒に
温泉街のこれからについての検討を
始めました。
　その中で課題のひとつになってい
ることが、温泉街の中心を貫く中央通
りの通過交通です。並行する国道18

号の迂回路として、特に朝夕は多くの
車両が通行しています。通勤など、生
活面で重要な路線となっていますが、
歩道も狭く、歩行者にとっては快 適
な空間とは言えない状況です。そこで、
時期はまだ未定ですが、隣接する県
道の改良に合わせて、中央通りを誰
もが歩きやすい空間にしようという
動きが出てきました。とはいえ、生活

や交通のことを考えると、単に中央通
りだけを歩行者優先にすれば良いわ
けではありません。したがって、様々
な関係者を巻き込みながら、将来の
姿を考えているところです。11月に
開催した講演会でも、観光事業者や
市民の方々から多くの意見が出たこ
とから、それらの意見を集約しながら
進めていきます。

そぞろ歩きが出来る、懐かしくも新しい温泉街へのRebornを目指して

戸倉上山田温泉街活性化プロジェクト 千曲市

温泉街でのイベントの様子

プロジェクト概要
　令和３年度に千曲市より戸倉上山田温泉
の活性化について相談を受けました。本地区
では、隣接する県道の改良工事が予定されて
いるため（時期は未定）、改良後の県道に通
過交通を誘導し、温泉街の中をそぞろ歩きが
できるような空間にできないか？と検討を始
めたところです。令和4年度は、機運を高めて
いくためのまちづくり講演会を開催し、市民
の方々にも参加いただきました。

まちづくり講演会まちづくり講演会 専門家とのまちあるき専門家とのまちあるき
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　明科地域では、令和４年度末で17回目を数える空き家・空き店舗のまちあるき見学会や
龍門渕てらすの活動など地域のキーマンや民間団体の動きが活発です。活動が知られるこ
とでまちづくりに繋がる新たな空き家の掘起こしや利用が進んできました。今後は、一層の
官民連携や地域おこし協力隊の採用により、明科に新たな価値を生み出していきたいです。

KEY PERSON's VOICE

▲スケジュール

今後の展開
　令和５年度は、 空き家・空き
店 舗の利 活 用の 推 進のため、 
地域おこし協力隊を活用した
体制づくりや他地域への展開
の仕方の検討などについて支
援していきます。

安曇野市
　移住定住推進課
内川 功さん

▲体制図

UDC信州の役割
　UDC信州は、主に進め方のアドバイ
スや有識者の紹介を行っています。令
和４年度は、地域おこし協力隊の活
用検討支援として、有識者を紹介しま
した。また、県の信州くらし推進課の
空き家DIYイベントによる関係人口創
出の取組みの紹介や、小諸市の「お
しゃれ田舎プロジェクト」のキーマン
を紹介するなど、空き家・空き店舗の
利活用の推進を支援しています。

▲体制図▲体制図
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プロジェクト説明
　明科地域は、明科駅周辺の空き家・
空き店舗が増加し、市内で唯一過疎地
域に指定されました。また、駅周辺の
国道19号では国の歩道設置工事によ
る改良が進み、まちが変化してきてい
ます。そのため、活力が失われてきてい
る地域に賑わいを取戻すため、空き家
などの利活用に取組む地域団体「明
科駅周辺まちづくり委員会」が空き家・

空き店舗の見学会を行ってきました。
また、見学会で紹介していた空き家を

「合同会社うずまき」がリノベーション
し、シェアスペース「龍門渕てらす」の
活動を始めるなど、徐々に空き家・空
き店舗の活用が行われ始めています。
　令和４年度は、これらの活動の継続、
発展のため、地域おこし協力隊を活用
した体制構築の検討を行ってきました。

３月には安曇野市主催で、「みらいに
つなぐ空き家の語り場」を開催しまし
た。UDC信州はファシリテーターとし
て参加し「明科駅周辺まちづくり委員
会」、「合同会社うずまき」と、空き店舗
を活用した創業支援をしている小諸市
の「おしゃれ田舎プロジェクト」のメン
バーで、空き家を活用した持続可能な
地域づくりについて語り合いました。

眠っている地域資源「空き家」を活かして賑わいを！

空き地・空き家の利活用プロジェクト 安曇野市

プロジェクト概要
　令和２年度に、空き家を活用したまちづくりの進め方について相談が
ありました。明科地域では地域団体と連携した官民連携の取組みとし
て空き家・空き店舗の見学会などが行われてきています。令和４年度か
らは、地域おこし協力隊の活用を視野にこれらの活動の持続的かつ他
地域への展開も含め検討しています。

基本情報
　■市町村名／ 安曇野市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約96,000人
　■面積／ 約332㎢
　■主な観光地／穂高神社、大王わさび農場、国営アルプスあづみの公園 「 第 14 回 明 科 駅 周 辺 街 歩き空き家 空き店 舗 見 学 会 」「 第 14 回 明 科 駅 周 辺 街 歩き空き家 空き店 舗 見 学 会 」

支
え
る

広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



▲スケジュール

今後の展開
　UDC信州は、 事務局の運営
支援や体制作りの支援を行う
とともに、令和５年度に公表予
定のビジョンの実現に向けた
具体的な取組みの創出を支援
していきます。
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大町市
　商工労政課
傘木 信行さん

大町市
　建設課
吉川 雅輝さん 　賑わいが減ってきた中心市街地においても、新たな活動や試みをしている「地域人」は

たくさんいます。「地域人」と「地域人」、そして、その地域に実際に暮らす人たちを繋ぎ、
居心地の良いまちなかをつくっていきたいと思います。大町らしい賑わいの創出に向け
て試行錯誤していきます。

KEY PERSON's VOICE

UDC信州の役割
　UDC信州は、中心市街地の賑わい
の再生に向けて、主にビジョンの具
体化に向けた取組みや体制作りにつ
いてのアドバイス、事務局の運営支援、
社会実験の企画・実施支援などを
行っています。大町建設事務所などに
も情報共有を行いながら、今後のプ
ラットフォームのあるべき姿や大町
市の体制などについても検討を進め
ています。

▲体制図

プロジェクト説明
　大町市の中心市街地は、大型店舗
の郊外進出や空き店舗の増加など
により衰退が進行しつつあります。そ
こで、賑わい再生に向けて、まちなか
で活躍する人を中心とした地域のプ
ラットフォームとなる「信濃大町100
人衆会議」を立上げ、まちなかの将来
ありたい姿を描いた未来ビジョンを
策定し、令和５年度に公表予定です。

　これらの未来ビジョンの具体化に
向けて、様々な社会実験を実施してい
ます。令和３年度は、既存の資源を生
かした回遊性の向上や滞在空間の創
出などの可能性を探る社会実験を実
施し、令和４年度は、道路の新たな活
用の可能性を探る社会実験を実施し
ました。
　この社会実験では、初めて既存の

まちづくり協議会と協力して、道路を
歩行者空間化して行いました。来場
者や出店者へのアンケートの実施、路
上へ出店した店舗の前面道路の幅員
を変えることによる滞留状況の関係
性の検証などを行いました。アンケー
トからは、地元の方々も道路の新た
な利用に興味や期待を持っているこ
とがわかりました。

〜サブタイトル〜

プロジェクト名 

基本情報
　■市町村名／ 大町市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約26,000人
　■面積／ 約565㎢
　■主な観光地／ 黒部ダム・立山黒部アルペンルート、仁科三湖

公・民・学連携でまちなかの未来を描く

信濃大町100人衆プロジェクト 大町市

「えびす講ハーベストフェスタ＆第28回荷ぐるま市」での社会実験「えびす講ハーベストフェスタ＆第28回荷ぐるま市」での社会実験

プロジェクト概要
　令和元年度に、中心市街地再生を進めるにあたり、官・民の取組みの
連携が取れておらず、どのように進めるべきか相談がありました。令和
２年度から、高校生主体で地域人の紹介冊子を作成したり、庁内ワーキ
ンググループを実施したりしながら、令和３年度に社会実験を行い、プ
ラットフォームの構築と未来ビジョンの策定を行いました。
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▲スケジュール

今後の展開
　これまで行ってきた実態調
査や実証実 験の結果を踏ま
えて、公園の利活用に関する
ルール作りなどを行い、さらな
る公園の満足度向上に向けた
検討を進めていきます。

　令和４年度、UDC信州と連携して「東御中央公園SunSunマルシェ」を開催しました。
当日は、アンケート調査を実施し、出店者・来場者ともに満足度が高い結果となり公園利
活用の手ごたえを感じました。　
　令和５年度も引き続き、東御中央公園の魅力向上を目指し取り組んでいきます！

KEY PERSON's VOICE
東御市
　建設課
鈴木 優さん

▲体制図

UDC信州の役割
　UDC信州は、専門家など外部有識
者への意見聴取、公園利活用に関わ
る先進地視察などを行い、東御市と
ともに公園の利活用の検討を進めて
きました。また、公園利用者の実態調
査、市民アンケート、利活用の実証実
験においては、事業者の紹介、企画や
運営の支援、SNSによる情報発信をし
て、今後のルール作りなどの進め方に
ついてもアドバイスを行っています。
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プロジェクト説明
　東御中央公園は、体育施設を有する
エリアと芝生広場などを有する公園エ
リアで構成されている総合公園です。
当初は、公園の維持管理費が課題でし
たが、その検討と並行して、より満足度
の高い公園にして費用対効果をあげる
ことについての検討も開始しました。
　令和２～３年度は、維持管理の内容
を見直ししたほか、利用面及び管理面

の問題点と利用者のニーズを把握する
ため、平日と休日の利用実態調査や市
民アンケートを実施しました。調査で
は、利用頻度や利用方法、公園への要
望など、様々な要素から実態を把握す
ることができ、全体的に公園に対して
の満足度は高いことがわかりました。
　令和４年度は、さらなる満足度向上
の可能性を探るため、実証実験として

「東御中央公園SunSunマルシェ」を開
催しました。キッチンカーや物販など
多数の店舗が出店し、10月は約1,500
人、２月は約1,900人の来訪がありまし
た。当日は、出店者及び来場者それぞ
れにアンケート調査のご協力をいただ
き、今後の継続的な開催の要望や運営
面での改善点など、多くの貴重なご意
見をいただくことができました。

さらなる公園の魅力アップでみんなに愛される公園へ！

東御中央公園利活用プロジェクト 東御市

基本情報
　■市町村名／ 東御市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約30,000人
　■面積／ 約112㎢
　■主な観光地／ 海野宿、湯の丸高原、芸術むら公園

プロジェクト概要
　令和元年度に、東御中央公園の効率的な維持管理について相談があ
りました。維持管理の内容について再検討を行いつつ、利用者の満足度
を高め費用対効果を上げるための検討を開始し、実態調査や社会実験
を行ってきました。

「 東 御 中 央 公 園 S u n S u nマルシェ」「 東 御 中 央 公 園 S u n S u nマルシェ」
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今後の展開
　令和５年度は令和４年度に
引き続き、 茅野駅周辺の公共
空間の利活用にかかる検討支
援を行う予定です。 茅野市が
今後策定する茅野駅西口周辺
の再整備計画の支援を行って
いきます。

プロジェクト説明
　茅野駅西口駅前広場は、昭和55年度
に都市計画決定され、交通や商業の中
心的役割を果たしてきました。しかし、
時代の変化に伴い、駅前広場機能など
の見直しの必要性や駅前の魅力の低下
などの課題が出てきました。これらの課
題解決に向けて、令和元年度に茅野市
が「茅野駅西口駅前広場リニューアル
基本計画」を策定し、駅前広場の整備、
賑わい・滞留の創出の方向性を基本方
針として示しました。基本計画策定以降、
実現に向けた駅周辺の公共空間の利

活用や、駅前広場の将来像として描いた
「ツインロータリー」「安心・快適な歩

行空間」「居られるひろば空間」を創出
し、駅周辺の日常への影響を検証する
社会実験を実施してきました。

UDC信州の役割
　UR都市機構と連携し、茅野駅西口駅
前広場リニューアル事業の実現に向け
て、茅野駅周辺の公共空間の利活用検
討や社会実験の企画検討・実施支援な
どを行っています。 18

プロジェクト概要
　長野市が策定した「長野中央西地区市街地総合再生基本計画」の進
め方について令和４年度に相談があり、市長との意見交換会や先進地
視察など実施し、今後の進め方を議論しています。

プロジェクト概要
　平成31年度に茅野市、UR都市機構が「茅
野駅周辺まちづくりの推進に向けた協定書
」を締結。令和元年度にUDC信州設立以降、
UR都市機構と連携して茅野駅周辺のまちづ
くり支援を実施しています。

駅 周 辺の日常へ の 影 響 を検 証 する 社 会 実 験駅 周 辺の日常へ の 影 響 を検 証 する 社 会 実 験
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今後の展開
　UDC信州は、市の意向や調
整状況を勘案しつつ、市と一
緒に長野中央西地区市街地
総合再生基本計画の実現に向
けた支援を行っていきます。

基本情報
　■市町村名／ 長野市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約368,000人
　■面積／ 約835㎢
　■主な観光地／ 善光寺、戸隠神社、松代城、飯綱高原、鬼無里

善光寺だけじゃない！中心市街地の魅力を生かした再生に向けて

長野市中心市街地まちなか再生プロジェクト

プロジェクト説明
　長野市は、様々な中心市街地の課
題がある中で、将来に向けたまちづく
りを官民連携で進めるため、令和３
年度に「長野中央西地区市街地総合
再生基本計画」を策定しました。この
計画に重点プロジェクトとして位置
付けた中央通りや新田町交差点周辺
における各プロジェクトに関して、今
後の取組みや進め方について、市や
関係機関とともに議論しています。

UDC信州の役割
　UDC信州は、このプロジェクトの進
め方や体制などについて相談に乗っ
ているところです。長野中央西地区市
街地総合再生基本計画に基づき、進
め方や体制、事業手法の検討などを
行い、まちづくりのサポートを行って
います。

長野市

駅周辺の課題解決と安心で快適な賑わいのある駅前広場に向けて

茅野駅西口再整備プロジェクト（茅野駅西口駅前広場リニューアル事業） 茅野市

長野市中央通り長野市中央通り
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プロジェクト概要
　令和２年度に、須坂市からまちの元気創出事業の検討体制や進め方
について相談がありました。同年、事業の推進を図るため「信州須坂ま
ちの元気創出推進委員会」が設立され、令和４年度までこの委員会を
中心に各種事業が行われてきました。

なぞときF U N ロ ゲイニングなぞときF U N ロ ゲイニング

旧城南中学校跡地旧城南中学校跡地
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今後の展開
　交付金を活用したまちの元
気創出事業は令和４年度で終
了ですが、これまでの事業の
実施結果を踏まえて、今後の
事業実施についても、必要に
応じて支援していきます。

プロジェクト説明

基本情報
　■市町村名／ 須坂市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約50,000人
　■面積／ 約150㎢
　■主な観光地／ 臥竜公園、峰の原高原、須坂市動物園

基本情報
　■市町村名／ 飯山市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約19,000人
　■面積／ 約202㎢
　■主な観光地／ 斑尾高原、戸狩温泉、高橋まゆみ人形館

プロジェクト説明
今後の展開
　基礎調査、利活用の方向性
に関する概略検討を行い、令
和5年度にはプレサウンディ
ング調査を実施する予定です。
調査後は、結果の分析を行う
とともに、今後の事業化に向
けた課題を整理していきます。

公民連携で廃校活用の可能性を探る

旧城南中学校利活用プロジェクト 飯山市

プロジェクト概要
　令和３年度に、飯山市から旧城南中学校跡地の利活用を検討したい
との相談がありました。活用の可能性を探るために、今後プレサウンデ
ィング調査を行うこととし、その前段として令和４年度には、敷地全体
の利活用に向けた基礎調査と測量を行いました。

「まちづくりの未来ビジョン」を描く

まちの元気創出プロジェクト 須坂市

　須坂市は、国の交付金を活用し、令
和２～４年度までを計画期間とする

「『まるごと博物館構想』を核とした
『人』・『地域資源』で紡ぎだすまちの

元気創出事業」を行っています。市内
に点在する文化施設や文化財、歴史
芸術、郷土食、それらを取巻く人のす
べてを活用し、“まちの元気を作り出
す”プロジェクトで、推進委員会のも
とに文化振興、回遊促進、産業振興の
３つの部会で検討を進めています。
　事業の最終年度となる令和４年度

は、文化施設を巡るロゲイニング、観
光拠点施設の整備、回遊を図るため
のバスやEバイクの導入など、さまざ
まな事業が実施されました。

UDC信州の役割
　UDC信州は、プロジェクトの進め
方や体制について相談に乗り、推進
委員会及び３つの部会ではアドバイ
ザーとして参画して、各種事業の内容
や施設の活用方法などについてアド
バイスを行ってきました。

　旧城南中学校は、昭和41年に第一
中学校として開校 後、平成22年に統
合により城南中学校と名称を変更し
て開校しましたが、施設の老朽化や耐
震性の問題などから、校舎の移転を
平成28年８月に実施しました。空き校
舎となった旧城南中学校の校舎や敷
地については、これまでも市が独自に
利活用の検討を進めてきましたが、活
用方針は定まっていない状況でした。
　このような中、令和４年度において、
測量や敷地全体の利活用検討を行う

ための調査を行う事業者を公募によ
り決定しました。決定した事業者とと
もに、今後の進め方の検討、関係者や
先進事例のヒアリングなどの基礎調
査を行っています。

UDC信州の役割
　UDC信州は、プロジェクトの進め方
や今後の検討体制などへのアドバイ
ス、利活用調査業務を行う事業者を
公募するための情報提供などの支援
を行っています。
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プロジェクト概要
　令和４年度に、市立病院の移転計画にあわせた波田駅周辺の整備の方
向性を議論するため、市民や関係者を含めたワークショップをするにあた
り、そのサポートをお願いしたいと相談がありました。ワークショップで出
た意見などをもとに、波田駅周辺整備基本計画が策定されました。

波田まちづくりワークショップ波田まちづくりワークショップ

プロジェクト概要
　令和３年度に、上松町の主要観光地である寝覚の床について、観光客の
減少による拠点の衰退や空間の構造的問題について相談がありました。
　そこで令和４年度から、現地調査の実施や情報収集をはじめ、拠点
整備及び周辺を含めた活性化について検討を始めました。

基本情報
　■市町村名／ 上松町
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約4,000人
　■面積／ 約168㎢
　■主な観光地／ 寝覚の床、赤沢自然休養林、中山道木曽路

支
え
る

広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今後の展開
　整備計画が策定され、波田
まちづくりワークショップは
令和４年度で終了ですが、今
後の事業実施やまちづくりに
ついても、必要に応じて支援
していきます。

基本情報
　■市町村名／ 松本市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約236,000人
　■面積／ 約979㎢
　■主な観光地／ 松本城、美ヶ原高原、浅間温泉

プロジェクト説明

駅周辺の将来像をみんなで考える

波田駅周辺整備プロジェクト 松本市

今後の展開
　UDC信州は、引き続き観光
拠点である寝覚の床およびそ
の周辺の再生に向けて、県内
外の先進事例の紹介、 進めて
いくにあたってのアドバイスを
適宜行いながら、上松町のま
ちづくりの支援をしていきます。

絶景が見られる地域の観光拠点の復活を、周辺の地域資源とともに！

寝覚の床観光拠点周辺再生プロジェクト 

プロジェクト説明

上松町

ねざめ亭から臨む寝覚の床ねざめ亭から臨む寝覚の床

　上松町は、かつて木材産業と中山道
で栄えた町で寝覚の床など美しい景
勝地もありますが、平成26年9月の御
嶽山噴火や同年の貸切バスツアー法
規制強化、近年では新型コロナウィル
スの影響による観光客の減少で本地
域も多大な影響を受けていました。
　そこで町は令和３年度から、拠点と
なっている寝覚の床およびその周辺
を含めた活性化のため、事業者や地
権者などと対話し、駐車場の無料化な
ど観光拠点の再生に向けてできるこ

とから取組み始めています。令和４年
度は（株）NOTE、（株）KANSOテク
ノスと包括連携協定を結ぶなど、持続
可能なまちづくりの推進に向けた取
組みが進められています。

UDC信州の役割
　UDC信州は、周辺の観光資源を活
かした広域的な視点によるまちづくり
のアドバイス、新規・既存事業者など
と連携したビジョン作成の提案など
を行っています。

　波田駅周辺は、市立病院、小中学
校、公共施設や商業施設などが集積
する地域の拠点で、駅や主要道路で
構成される重要な交 通 結 節点です。
しかし、河岸段丘による急勾配で狭
い歩道や踏切と近接した交差点があ
り、歩きにくく危険な動線などが課題
となっていました。また、近接する市
立病院の移転計画があり、今後波田
駅周辺は交通量の増加や人の動きの
変化が予想されています。そのため、
課題解決に向けて駅周辺の将来像を

駅利用者や地域住民とともに考える
「波田まちづくりワークショップ」を開

催し、ワークショップで出た意見など
をもとに、波田駅周辺整備基本計画
が策定されました。

UDC信州の役割
　UDC信州は、波田まちづくりワーク
ショップの企画や進め方に対してアド
バイスを行い、ワークショップ当日は
オブザーバーとして参加し、事務局の
運営支援を行ってきました。
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山吹下河原地区山吹下河原地区

背景
　令和３年度に、伊那市は都市計画マスタープラン改定、立地適正化計
画を策定しました。それをもとに、市内の今後予定されているハード整備
と合わせて庁内連携したプロジェクトの進め方などについて相談があり
ました。

伊 那 市の 中 心 市 街 地伊 那 市の 中 心 市 街 地
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背景
　令和４年度に、山吹下河原地区周辺の様々な整備計画や開発状況な
どを受けて、地域全体の計画をどのように進めていくべきか相談があり
ました。

基本情報
　■市町村名／ 高森町 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約13,000人
　■面積／ 約45㎢
　■主な観光地／ 瑠璃寺、不動滝、隣政寺

概要

高森町山吹下河原地区 高森町

基本情報
　■市町村名／ 伊那市 
　■人口（2023/3/1現在） ／ 約66,000人
　■面積／ 約668㎢
　■主な観光地／ 高遠城址公園、分杭峠、建福寺

概要 UDC信州の役割

伊那市まちづくり推進事業（仮称） 伊那市

　伊 那 市は、県 立高 校 の再 編 計 画、
民間企業や信州大学等との産学官連
携拠点施設の整備などにより、まち
の環境に大きな変化が生じることが
予想され、これらに対応したまちづく
りが求められています。
　これに向けて、中心市街地の活性
化と周辺の施設間の連携による新た
なまちづくりとして「伊那市まちづく
り推進事業(仮称)」を展開することと
しました。このプロジェクトでは、各
関係機関に加えて、まちなかで活躍

する市民も含めた産学官 “民”連携に
より事業を推進することとし、「若者
に選ばれるまち」「多くの人々が滞留
するまち」「様々な人々との交流がで
きるまち」「新産業技術を活用した新
たなまち」を目指しています。
　令和４年12月に市長より事業方針
が説明され、市の若手職員による庁
内プロジェクトチームが編成されま
した。活動がスタートしたことで、この
ビックプロジェクトに対する期待が
日に日に高まっています。

　UDC信州は、現地踏査や市への聞
き取りをしながら、このプロジェクト
の進め方や体制、今後のUDC信州の
関わり方も含め検討を行っています。

今後の展開
　引き続きUDC信州は、プロ
ジェクトの進め方や体制など
について相 談に 乗りな がら、
検討を行っていきます。

　高森町は、リニア中央新幹線長野県
駅（仮称）や三遠南信自動車道などの
整備による人の流れの変化や、山吹下
河原地区周辺の町営のサッカー場の整
備、国民スポーツ大会・全国障害者ス
ポーツ大会に合わせた天竜川沿いの堤
防周辺の整備（天竜川かわまちづくり
事業）など、これから環境が大きく変化
し、将来このまちがどうあるべきかを検
討していく必要が生じています。
　そのため、まちの将来像を関係者と
議論して未来ビジョンの策定について

検討を行なっています。

UDC信州の役割
　UDC信州は、この地域の状況を勘案
し、まずは現地踏査や町への聞き取り
などを行い、状況の確認および整理を
行いました。その上で、他の自治体の事
例紹介などをしながら、アドバイスを実
施しています。

今後の展開
　UDC信州は、 進め方や体制
などについて引き続き相談に
乗りながら、UDC信州の関わ
り方も含めて検討を行ってい
きます。



令和４( ２０２２)年度

主なプロジェクトのスケジュール

R5R4R3R2プロジェクト名／年度

・指定管理者の公募
・活用方針決定

・利用実態調査

　公園の利用頻度や利用方法
　公園への要望の把握　等

・利用実態調査

　公園の利用頻度や利用方法
　公園への要望の把握　等

東御中央公園利活用ＰＪ
　【Ｐ17】

しなの鉄道線沿線地域の
回遊性向上ＰＪ
　【Ｐ５～Ｐ６】

・実装に向けた検討

・ルールの周知
・諏訪湖ＣＲ完成（予定）

・社会実験の検討
（広域シェアサイクル社会実験）

　【Ｐ６】

・整備ガイドラインの検討

諏訪湖周自転車活用まちづくりＰＪ
　【Ｐ７】

・下ノ諏訪宿地区要所図策定
・諏訪湖畔地区俯瞰図策定
・社地区基本構想策定

・下ノ諏訪宿地区要所選定
・諏訪湖畔地区基本構想策定

・下ノ諏訪宿地区俯瞰図策定
下諏訪グランドデザインＰＪ
　【Ｐ８】

・未来ビジョン公表
・ビジョンに基づくＰＪの実施

・諏訪市職員勉強会
諏訪市未来ＰＪ
　【Ｐ９～ P10】

・検討組織の設置
・エリアの整備方針等の検討

・検討組織の設置に向けた
　調査/調整

・検討組織の設置に向けた
　調査/調整

レイクリゾート創造ＰＪ
　【Ｐ11】

・ビジョンの検討

・官民連携の体制構築

小諸駅周辺魅力向上ＰＪ
　【Ｐ12】

・基本計画の検討・基本構想の策定・基本構想策定方針の策定

千曲市総合運動公園基本構想ＰＪ
　【Ｐ13】

・ビジョンの検討
・社会実験/効果検証

・専門家との現地調査
・まちづくり講演会の開催・現状把握

戸倉上山田温泉街活性化ＰＪ
　【Ｐ14】

・空き家見学会のサポート（Ｒ３～）
・空き家活用の体制検討（Ｒ３～）

・現状把握
空き地・空き家の利活用ＰＪ
　【Ｐ15】

・未来ビジョンの公表

・社会実験/効果検証

信濃大町100人衆ＰＪ
　【Ｐ16】

・公園利活用社会実験
　→事業者ニーズの把握
　　 利用ルールの検討　等

・道路利活用社会実験
　→道路活用の可能性調査　等

・シンポジウム共催

・まちなかＤＸ社会実験（Ｒ３～Ｒ４）
　→回遊性向上への効果把握
　　 駅前のニーズ把握　等

・中心市街地にぎわい社会実験
　→回遊性向上への効果把握
　　 滞在空間の創出　等

・体制構築への基盤づくり

・シンポジウム共催

・未来ビジョン策定会議

・第一期勉強会
　（沿線４市+鉄道事業者
　　 +ＵＤＣ信州で構成）

・第二期勉強会
　（沿線８市町+鉄道事業者２社
　　　　　　　　　+ＵＤＣ信州で構成）

・エキまちカイギ

・対象地区のグランドデザイン策定委員会及びワーキンググループ

・諏訪湖周自転車活用推進協議会

・基本構想策定協議会

・エリプラ組織（１００人衆会議）

・広域シェアサイクル社会実験（Ｒ３～Ｒ５）
　　→回遊性向上への効果把握
　　　 滞在効果への効果把握
　　　 事業性の検証　等

　「支える」の最後に、主なプロジェク
トのスケジュール（令和２年度～令和
５年度）を一覧にまとめました。
　UDC信州の発足期（令和元年度～
令和２年度）はまだ案件も少なく、社
会実験の実施といった具体的な活動

はありませんでしたが、令和３年度あ
たりから徐々に増え始めています。ま
た、いくつかの市町村では、社会実験
等の結果を踏まえた将来構想（ビジョ
ン）が策定され、その具現化の検討が
始まっています。

　次ページのシンポジウム2022の開
催報告にも記載していますが、UDC信
州では引き続き、プロセスをしっかり
と共有した上で、市町村の職員や民間
企業、教育機関等と一緒にまちづくり
を進めていきたいと考えております。
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　2022年9月12日に小諸市のステラホールにて、初のリアル開催（オンライン併用のハイブリッド形式）となる「信州

地域デザインセンター（UDC信州）シンポジウム2022」を開催。当日は会場参加５４名、オンライン参加７５名、総勢

１２９名もの方々にご参加いただきました。

　UDC信州の発足以降、これまで県内の市町村から約６０件の相談をいただいてまいりました。その内容は様々で

すが、共通するのは「どう進めればいいか、プロセスが分からない」という悩みでした。そこで、今回のシンポジウムで

は、まちづくりを進めていく上での “プロセス”と、その過程で重要となる “しくみ”について議論を行うこととし、テー

マを「プロジェクトを生み出す “プロセス”と “しくみ”」にしました。

育む
CULTIVATION

9/12 信州地域デザインセンター（UDC信州）シンポジウム2022＠小諸市ステラホール

【実施中の社会実験を体験】

　初のリアル開催なので現地でしか

できないことを！ということで、午前中

は小諸市の全面協力のもと、社会実験

の一環として毎週土曜日に中心市街

地で運行している「グリーン・スロー・

モビリティ（egg）」を特別運行してい

ただき、皆様に体験していただきまし

た。また、ポータルサイトやデジタルサ

イネージなどについてもご覧いただき

ました。

【開催都市挨拶・ビデオメッセージ】

▼開催都市挨拶

小泉 俊博 氏 （小諸市長）

▼ビデオメッセージ

阿部 守一 氏 （長野県知事）

　午後は、いよいよシンポジウムの開

幕です。まずは、開催都市として小泉市

長にご挨拶をいただきました。市長か

らは、行政だけが進めてもうまくいくと

ころはなく、官民連携でその場にあっ

たやり方で進めることや、コロナ禍を

理由にせずこれをチャンスと捉えて長

野県全体が発展していってほしいなど、

市長のまちづくりに対する強い思いを

語っていただきました。

　続いて、別の公務により出席がかな

わなかった阿部知事による挨拶をビデ

オメッセージにて放映しました。知事

からは、これからは女性や若者から選

ばれる地域、居心地の良い空間をどう

作るか、活力や潤いがある街をどのよ

うに作っていくか、地域の人と共創し

ていくことなどの重要性などについて

語っていただきました。

【公・民・学連携で育てる

プロジェクトと創り出す仕組み】

▼講演者

出口 敦 氏 （UDC信州 センター長）

　この講演では、コロナ前後で都市

のアセット利用の重要性が再認識さ▲社会実験を体験

▲知事のビデオメッセージ

プロジェクトを生み出す

と

9/12MON

13：30～16：00

参 加 無 料

会場定員 名
信州地域デザインセンター（ＵＤＣ信州）
シンポジウム２０２２

プログラム

１ 講 演

公・民・学連携で育てるプロジェクトと創り出す仕組み
出口 敦 （ＵＤＣ信州センター長 東京大学 大学院教授）

２ 活動報告

ＵＤＣ信州 の令和３年度の活動について

３ パネルディスカッション

まちづくりのプロセスからみた“つながりの場”とは？
ファシリテーター：林 靖人（ＵＤＣ信州副センター長 信州大学 副学長・教授）

パネラー：五十嵐 均 氏（小諸市都市計画課係長）

堀川 さおり 氏（諏訪市都市計画課主査）

河原 輝久（ＵＤＣ信州チーフコーディネーター）

お問い合わせは…お申し込みは…

以下の もしくは右の コードから申込みを
お願いします。（オンライン参加もこちらから）
申込み締切り ： ／ （木）

信州地域デザインセンター（ 信州）
電話：

@小諸市市民交流センター
ステラホール

▲当日のチラシ▲当日の会場の様子
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れたことや、公・民・学が連携してい

るUDCKの取組み事例として、整備し

た駅前広場や歩道の管理の仕組み、

かけだし横丁の取組みなどを紹介し

ました。そして、プロジェクトを進めて

いくうえで、よりどころとなるビジョン

及びそのビジョンを作っていくプロセ

スの大切さをお伝えしました。

　事後アンケートでは、「かけだし横

丁が誕生するまでのプロセスなど、具

体例がありイメージしやすかった」、

「まちづくりにおいて、検討段階にお

ける座組みの重要性と、お試し企画と

その効果測定など、公・民・学の枠組

みで取組むべき事項が具体的に理解

出来た」など、とても多くの反響があ

りました。　

【UDC信州の令和３年度の活動について】

▼説明者

倉根 明徳 氏 （UDC信州 コーディネーター）

　続いて、UDC信州がどのようなこと

をしているか、どのくらい支援してき

たか、また、UDC信州の３つの活動で

ある「支える」、「育む」、「発信する」

についての概要と、特に「支える」のプ

ロセスとサポート内容について事例

を交え説明しました。

　こちらも事後アンケートで「UDC

の位置づけやUDCがどういう事をし

ているのかがよく分かった」「UDC信

州の事をあまり知らなかったので、こ

れから是非ご相談したいと思いまし

た。」など嬉しいお言葉をいただきま

した。引き続き、様々な支援を行って

参りますのでよろしくお願いします。

【ディスカッション】

「まちづくりのプロセスからみた

“つながりの場”とは？」　　　

▼登壇者

五十嵐 均 氏 （小諸市 都市計画課係長）

茅野 早映子 氏 （諏訪市 都市計画課主査）

河原 輝久 氏 （UDC信州 チーフコーディネーター）

▼ファシリテーター

林 靖人 氏 （UDC信州 副センター長）

　最後は、UDC信州が支援している２

都市の担当の方々とUDC信州による

パネルディスカッションです。

　冒頭に小諸市と諏訪市から各々の

まちづくりの現状や経緯、取組みなど

について説明いただいたうえで、林副

センター長のファシリテートでディス

カッションを進めていきました。両市

から具体的な事例をあげていただい

たこともあり深い議論となりました。

ディスカッションは会場へも広がり、

会場側からは、「事業を進めていくう

えで、手段が目的化しやすいので、目

的に対して何を説明してどのような成

果を出さなければならないかを見失

わないように、エビデンスをとること

が重要である」というコメントもいた

だきました。

　林副センター長からは「地域の方

は、生活圏や目的によって地域間を

動いており、居心地の良さなどは市町

村境で分断されるものではない。こ

こに連携する必要性があり、市町村

間でやりにくいことがある場合は県

が 調整することとなるが、県でもや

りにくいこともある。そのような中で、

公・民・学が連携することでそれぞ

れの役割を活かし、それぞれの立場

だからこそ言うことができる」といっ

た、公・民・学の連携がなぜ必要か

ということや、「つながりが大事とい

うことは皆さん分かっているが、主観

的であり、見える化されることで変化

したという実感が伴う。プロセスに

おいてつながりの場がなぜ大事なの

かは、イノベーション（従来の技術革

新、社会革新などは誤訳であり、本来

は「新結合」という意味）であり、つな

がりがあるからこそ新しいものが産

まれるからである。今回のようにつな

がりをどのようにデザインしていくか、

この部分を今後UDC信州、市町村に

おいてアップデートしていければ、今

やっていることの実行力が上がり、ま

た、伝わらなかったものが伝わるよう

になるのではと感じる。」など、今後ま

ちづくりを進めていくうえで重要な考

え方について、まとめさせていただき

ました。

　 この具体例をもとにしたパネル

ディスカッションは、参加者の関心も

高く、事後アンケートではもっと時間

があっても良かったなどのご意見を

いただきましたので、今後の改善点と

してまいります。

【来年度に向けて】

　事後アンケートでは、「事例が役に

立った」「事例が具体的でよかった」

「市町村担当者の意見が聞けて貴重

だった」という意見が多く見られたの

で、今後のシンポジウムやまちづくり

セミナーなどの参考とさせていただ

きます。また、今回、初のハイブリッド

開催で、配信音声の乱れなどありご

迷惑をおかけしましたが、社会実験

の体験や参加者同士の交流など、リ

アル開催のメリットを高く評価してい

ただいたことから、来年度以降も同じ

形での開催を予定してまいります。

▲センター長講演の様子

▲パネルディスカッションの様子
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　まずは、平成27年から３年間長門市

の経済観光部長として長門湯本温泉

の再生をご担当した木村隼斗さんから、

取組みの経緯や内容についてお話して

いただきました。

　長門湯本温泉は、室町時代に開湯

し、山口県で最古の歴史を持つ温 泉

ですが、バブル崩壊をきっかけに低

迷。平成26年には宿泊客数が最盛期

の半分程度まで落ち込んでしまったこ

と、また、大きな老舗ホテルが廃業して

しまったことにより、地元にも市役所

にも危機感が生まれ再生プロジェクト

がスタートしたそうです。このプロジェ

クトで重要だったことは、①官民で共

通の問題意識・目標を持ったこと、②

ハード整備だけではなく、整備後の運

営体制を早い段階から検討し、整えた

こと、③官民がそれぞれの役割で汗を

かいたことの３つ。特に３つ目について

は「官民総力戦」とおっしゃっていたこ

とが印象的でした。行政は、民間でで

きることをやろうとしたりするのでは

なく、行政にしかできないこと（インフ

ラを整備したり、ルールや条例を作っ

たりなど）をしっかりやる。そして、民間

に任せるところは任せる。当たり前のよ

うに聞こえて、実は難しい部分でもあ

るので、実例を紹介していただきなが

らの説明は大変勉強になりました。

　また、下図のように、最終意思決定

機関とする「推進会議」と、具体的な提

案を行う「デザイン会議」、２つの会議

を設置してプロジェクトを進めたこと

も大変参考になりました。まちづくり

プロジェクトは、ランドスケープ、建築、

地域経営、交通など、多岐にわたる分

野の検討が必要になるため、長門湯本

温泉の事例はUDC信州が携わるプロ

ジェクトでも応用していきたいと思い

ます。

　続いて、主にプロジェクトの交通部

門を担当した（株）日本海コンサルタン

トの片岸将広さんから、人中心の道路

交通環境への転換についてお話してい

ただきました。

　長い間、車中心に使ってきた、もっと

言えば駐車場のように利用してきた道

路を人中心に転換する過程では、警察

協議や地元協議など、一言では言い表

せない苦労があったとか。しかし、道路

管理者である長門市の非常に強い覚

悟と想いにより、多くの社会実験を繰

り返し実施し、徐々に理解を深めてい

き、現在の形に落とし込んだそうです。

通常であれば、警察協議などで「NG」

と言われれば「仕方ない」と諦めるケー

スが多いと思いますが、ここでは「で

はどうすればOKになるか？」を何度も

協議し、最終的には最適な方法を一緒

に考えるようにもなっていたそうです。

▲セミナーの様子

▲2017年度　長門湯本温泉観光まちづくり推進体制（木村氏　説明資料より抜粋）

8/9 第10回まちづくりセミナー

　第10回のセミナーでは、山口県長門市の長門湯

本温泉再生に携わったお二人をゲストに迎え、「官

民連携事業の進め方」についてお話いただきました。

「官民連携」は相談の多いテーマであり、第９回でも

扱ったテーマですが、今回は、官民連携事業におけ

る行政の役割にフォーカスしてみました。

長門湯本温泉の再生事例に学ぶ
官民連携事業の進め方

～官民連携事業 ＝「官民総力戦」～
片岸 将広 氏

（株式会社日本海コンサルタント
計画研究室担当室長）

木村 隼斗 氏
（有限会社ハートビートプラン
元長門市役所経済観光部長）
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このようなお 話 の中で、片岸さんが

おっしゃっていた「より良い空間をつ

くるために、様々なグレーゾーンを官民

連携で乗り越えた」という言葉が印象

的でした。（上の写真は、歩道が約１

ｍだった車道を狭窄部に改修し、滞留

空間としたことで多くの人がそぞろ歩

きしている様子です）

　お二人の話をお聞きしたあと、実際

に長門湯本温泉へ視察に行った倉根

コーディネーターを加え、トークセッ

ションを行いました。トークセッション

の中では参加者からの様々な質問に

お答えいただきましたが、「外部専門

家と地元の信頼関係はどう構築した

か？」という質問に対し、木村さんから

「プロジェクトを進めるにあたって85

回もワークショップをやった。最初は

よそ者だったけど、今ではもう顔の見え

る関係性になっている」と回答があり

ました。また、「行政に求められること

は？」という質問に対しては、「行政の

やるべきこと、役割を全力でやること。

そうすれば民間も全力でやる。官民連

携事業は官民の総力戦」という回答が

ありました。これらをお聞きして、やは

り肝は信頼関係の構築だと感じまし

た。セミナー後のアンケートでも、「行

政として何をしていくべきかよく理解

できた」「自分の自治体でもやってみ

たい」といった、前向きな感想が多く寄

せられていて、充実したセミナーになっ

たと思います。

　まずは、全長180kmの日本最長の

サイクリングロード「つくば霞ヶ浦り

んりんロード」の拠点施設である「り

んりんスクエア土浦」を核施設とす

る「プレイアトレ土浦」へ。ご担当者

様から、プレイアトレ土浦誕生の経

緯や背景、開発ストーリー、運営につ

いてなど、40分にわたって詳細な説

明をしていただいた後、２グループに

分かれて館内を案内していただきま

した。普段自転車に乗らない人でも、

きっとここに足を踏み入れたら「自転

車に乗ってみたい！」と思わせるよう

な仕掛けが多数あり、ワクワク感が

止まりませんでした。実際に、自転車

目的ではなく来られた方が、自転車を

レンタルしていくケースも多いようで、

当初の想定よりも自転車利用者が多

いそうです。

　午後は、実際にサイクリングロード

を試走。標識だけではなく、路面にも

案内のためのサインが入っており、迷

うことなく、また事故もなく、30人で

気持ちよく走ることができました。１

日を通じて、行政のやるべきこと、民

間でやるべきこと、連携してやるべき

ことのイメージができました。

　今後、各地で検討が進むと思いま

すが、UDC信州としてもしっかりサ

ポートしていきたいと思います。

　

　UDC信州に寄せられる相談で最近増えているのが「自転車を活用した

まちづくり」です。今回は、サイクリングロードが整備されている自治体の

職員や、サイクリングロードの活用・検討している協議会のメンバーなど、

総勢30人で先進地視察を行いました。

1/10 第11回まちづくりセミナー

自転車を活用したまちづくりに係る先進地視察（茨城県土浦市）
　〜つくば霞ヶ浦りんりんロード及びその関連施設〜

▲りんりんポート土浦 ▲霞ヶ浦をバックに記念写真▲プレイアトレ土浦

▲つくば霞ヶ浦りんりんロード

▲そぞろ歩きの様子
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発信する
MEDIA

　令和３年度から実施している「上

田市・千曲市広域シェアサイクル社

会実験」と「上田市塩田平・別所温

泉エリアの魅力」をＰＲするため、長

野県上田染谷丘高等学校の生徒さん

に協力していただき、魅力を実感でき

るオススメコースの紹介動画を制作

しました！７月にエリア内を自転車で

走り、オススメスポットやコースを検

討。そして、10月末の天気の良い日を

狙って撮影に挑みました。普段はあま

り行かないエリアだったそうですが、

電車とシェアサイクルを上手に使うこ

とで楽しく周遊できたようです。是非

ご覧ください！

【上田市塩田平・別所温泉周遊】

① 別 所 線 上 田 駅（ 電 車）→ ② 別 所

線下之郷駅→③生島足島神社→④

Cafe Sprout→⑤前山寺→⑥舌喰池

→ ⑦ 桂 → ⑧Smooth&Living→ ⑨ 北

向観音堂→⑩別所線別所温泉駅（電

車）→⑪別所線上田駅

※②～⑩をシェアサイクルで移動

上田市・千曲市広域シェアサイクルのＰＲ動画を制作！

ホームページやSNSでも発信しています！

　　Instagram　　facebook 　　Twitter

公式WEBサイト

・令和４年度 54,479 view
・発信コラム数　57コラム

公式メールマガジン

・毎月最終金曜日に配信（全12回）
・メルマガ登録者数　777名
　※新規登録は公式WEBサイト「メールマガジン登録」
　　よりお願いします！

公式SNS
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日経地方創生フォーラムに諏訪市の市長、
　　まちづくりの担い手の方にご登壇いただきました！

日経Channelではアーカイブ配信でどなたでも当日の講演や

パネルディスカッションを視聴できます。ぜひご視聴ください！

https://channel.nikkei.co.jp/chihou202302/

Ｕ Ｒ コ ラ ム

　令和５年２月１日、日本経済新聞社主催、UR都市機構が共催の「日経地方創生フォーラム」が開催されました。

フォーラムでは、自治体の首長や有識者などに地域が抱える様々な課題と、それらを克服するための取組みなどについ

て発信、議論していただきました。

　本フォーラムには、長野県諏訪市長の金子ゆかり様と諏訪市のまちづくりの担い手としてご活躍されている

ReBuildingCenterJAPANの東野唯史様にもご登壇いただき、貴重なお話を頂けましたので、当日の様子を少しだけご

紹介したいと思います。

基調講演（諏訪市長　金子 ゆかり様） 　諏訪市では上諏訪駅を中心としたコンパクトシティを

目指し、様々な取組みを行っています。令和元年には、駅

前交流テラス「すわっチャオ」を整備し、交流拠点として

市民の方に活用していただいています。

　さらに諏訪市では、UDC信州やUR都市機構と協力し

ながら、官民連携の力でまちなかの賑わいを作っていく

ために２種類の会議（※P.9参照）を定期的に開催してい

ます。これにより、古本市などの賑わいの活動も始まって

います。

　今後も引き続き、市民、UDC信州、UR都市機構などと

ともに諏訪市の素材や強みを活かしたまちづくりを進め

ていきたいと考えています。

パネルディスカッション（ReBuildingCenterJAPAN　東野 唯史様）
　ReBuildingCenterJAPANは、上諏訪駅から徒歩10分

のところにある建築建材のリサイクルショップです。買い

取った古材や古道具の販売、設計、制作などにより、古材

などを「レスキュー」しています。

　まちの景色を少しずつ変え、諏訪に還元したい！とい

う想いの元、移住者ならではの視点と所有者の意向を踏

まえながら、空き家のリノベーションも進めています。

　「エキまちカイギ」で出会うことができた新たなパート

ナーと活動の幅を広げるとともに、古材・古道具の価値

を高め、それらを “奪い合う”世界の実現に向けて「レス

キュー」精神を今後も展開し続けていきます。
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おわりに 
　UDC信州スタッフより

チーフコーディネーター 
 河原 輝久（長野県）

令和４年度は、常駐や構成団体のメン
バーの入れ替わりがあった中で活動し
てきました。俯瞰的・広域的な見地と、

民間事業者との連携など、県としての関わりと任意団体とし
ての機動性のなかで取組みを進め、次のステージに移るＰＪ
も増えてきました。目指す方向を常に見据えつつ成果を出
していくために、いつまでに、だれが、どのように進めるのか
明確にして、つながりの場をつくり出すことの大切さを改め
て勉強させていただきました。関係いただいた全ての皆様
に感謝申し上げます。

コーディネーター
 UR都市機構
令和４年度はUDC信州設立から４年
目に突入し、社会実験による仮設の

検証とその結果を踏まえた具体的なまちづくり検討の取
組みや、「しなの鉄道沿線地域の回遊性向上プロジェクト」
のように複数市町村や民間企業等で連携した広域的視点
での取組みなど、UDC信州の特色を生かした幅広い支援
を行ってきました。取組み毎に多様な課題にぶつかり悪戦
苦闘はしつつも、一歩ずつ着実に前に進むことができた１
年だったと感じています。URは引き続き、UDC信州の一員
として長野県のまちづくりを支援していきます！

コーディネーター
 橋本 悠介（長野県）

UDC信 州のメンバーとして、右も左
もわからず悩むことの多い１年間で
した。その中で、市町村の方々やパブ

リックマインドを持った多くの地域の方々と接することで、
まちづくりに必要なのは何よりも「自分事」と考えて動くこ
とと感じています。自分自身、長野県が好きで10年ほど前
に移住し県内各地に住み、さらにこの一年間各地を飛び
回ったことでより一層長野県の環境や人が好きになりま
した。この気持ちを大切にし「自分事」として、これからも
様々なかたちで「まちづくり」に関わっていきたいです。

センター長
 出口 敦（東京大学）

コロナ禍で人々の働き方や生活様式が
変わり、ワーケーションや移住に関心が
高まっている中、改めて地方都市が見

直され、また抑制されていた社会経済活動の動きも徐々に再
開されようとしており、これから全国的に人の動きが活発化し
てくるものと思われます。その際に、自然豊かな信州のまちな
かに快適で居心地の良い空間を広げていくことで、人々を惹
きつけることが重要となってまいります。そのためにもＵＤＣ信
州は、より具体の空間デザインにつながる活動を進めていけ
るよう、引き続き構成団体と連携して取組んでまいります。

常駐スタッフ
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コーディネーター
 倉根 明徳（長野県）

令和４年度は、市町村の方 と々検討し
てきたことが少しずつ形になってきた
なと感じる１年でした。広域シェアサ

イクル社会実験では、昨年よりも利用者が倍増し、地域の
回遊性や滞在時間の延長につながっていますし、東御市の
公園利活用でも１回のマルシェで2,000人以上の方が来場
して賑わっていました。また、シェアサイクルに関しては、第
10回プラチナ大賞で優秀賞をいただくこともでき、関係者
で喜びを分かち合うこともできました。引き続き、関係する
方 と々苦労も喜びも共有しながら進めていきます。

アドバイザー
 新 雄太（東京大学）

コロナ禍のもどかしい３年間は、地
域に何をもたらしただろうか。気軽な
立ち話を避け、伝統を止めた勇気の

先に何があるか。急速なデジタル化による新しい形の話
す・聴くに挑戦し、身のまわりの小さな単位の豊かさに目
が向き、地域文脈の意味を知る機会を促した。このような
時に開催するワークショップは、話す喜び、聴く楽しさに溢
れ、本当に自分／地域が大切にしたいことを教えてくれた。
はたして感染症に強い地域は、その他のリスクにも強いの
か。これからの変容に丁寧に寄り添っていきたい。

アドバイザー
 山下 裕子（まちなか広場研究所）

今年も信州各地で、地形から営みが
成り立っているのだと感じる風景に
多く出会った。啓蟄の頃、春の訪れを

感じる山々の向こうには白き稜線が。そこからの川の流れ。
その水の流れの袂からはじまる営み、まちの風景。交易か
らまちの発展が始まったのであれば、駅・バス停・シェア
サイクルポート・IC等をどこかへの出発点としてだけでなく、
徒歩・自転車・シェアサイクル・路線バス・マイカー等で
気軽に出かけた際に近所の人に会える「みんなのリビング
ルーム」として愛着を育む活動を始めましょう！

コーディネーター
 竹内 利宗（長野県）

UDC信州のメンバーに加わってあっと
いう間の１年でしたが、少しずつリア
ルでの活動も増え、多くの方々とまち

づくりについてお話をさせていただく機会がありました。観
光地の再生、回遊性の向上、駅前の整備など、一言で「まち
づくり」と言ってもいろんな要素が含まれており、それぞれ
の土地における課題も様々な中で、関係者の皆さんと試行
錯誤しながら、少しずつでもプロジェクトを進められたか
なと感じています。この1年の繋がりや経験を活かして、今
後はさらに深くまちづくりに関わっていきたいと思います！

 コーディネーター
 宮田 駿介（長野県/UR都市機構）

様々な地域のまちづくりに関わり、多
種多様な課題があることを実感する
一方で、現地を見たり地域の方の話を

聞いたりする中で、そこにしかない魅力をどうまちづくりに
活かせるかを常に考えてきました。UDC信州は広域的な繋
がりを発揮することが求められていますので、これからも
ヒト・モノ・コトをひたすら繋ぎ、地域の皆さんと一緒によ
り良いまちの実現を目指していきます。設立から来年夏で
丸４年が経ちますが、我々も更に良い支援ができるよう頑
張っていきますので、引き続きよろしくお願いいたします！

コーディネーター
 調 恵介（長野県）

令和４年度からUDC信州に加わりま
した。２年前に信州に移住してきて
感じるのは、この地はとても「豊か」

だということです。自然環境はもちろん、日ごろ会う方々も、
信州のまちもそれぞれバラエティがあって豊かです。豊か
な信州だからこそ、信州のまちづくりの視点として、課題解
決よりも「よい点を活かす・つなげる」という発想で考えて
いけたらと感じています。まちづくりは複雑で奥深いです
がUDC信州として、信州の各地域のよい点を活かすまちづ
くりをサポートしていきたいです。

副センター長
 林 靖人（信州大学）

イノベーションは、一般に「革新」と訳
されますが、原意は「新結合」（New 
Combine）であることをご存じでしょ

うか。革新は”結果”を、結合は”過程（手法）”を表します。つ
まり、異なるもの同士が新たに結びつくからこそ革新は生
まれるのです。UDC信州は、まさしく新結合を生むための

「繋ぐ」存在です。自治体同士、自治体と産業界や住民など
パターンは、無限大ですが、繫がりは、創造力や推進力にな
ります。これまでの蓄積をもとにさらなる繫がりを生み出し、
信州の活力創造に邁進いたします！

副センター長
 三牧 浩也（東京大学）

まちづくりの専門家とは何だろうか
と考える。 様々な制度や先進事例を
知っていることももちろん大事であ

るが、そのうえに、まちというものがどれほど多様な思いや
複雑な仕組みで成り立っているのかを肌で知り、まちが変
わろうというときに、どのような戦略を描き、どのようなア
プローチをしかけるべきか、それがわかり、できる人である
と思う。ＵＤＣ信州は、地域で活動する方々も巻き込みな
がら、そういう、どっぷりとした学びや経験をたくさん生み
出す場でありたい。
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◀公式WEBサイト

8:30～17:15 （土・日・祝祭日休）

長野駅より徒歩16分
※お車でお越しの際は、近隣のコインパーキング等をご利用ください。

〒380-0832 
長野県長野市東後町16-1 2階
TEL  026-405-4861  
MAIL  info@udcshinshu.jp 
WEB  https://udcshinshu.jp 

 @udcshinshu　  @udcshinshu　  @UDCshinshu


